
大切にしているのは
先人たちと今を生きる人たちの
思いを伝えつづけること

「ガリ版の時代も今も、伝えたいという思いは変

わることはないんよ」と言う代表片山毅さん。まず、

顧客に出会ってすることは、思いを汲み取り感じる

こと。事務所にきた顧客のすべてが自分の思いを整

理できているわけではない。少しずつ、コミュニ

ケーションを重ねて顧客が何をどう伝えたいか、

ターゲットへ伝わりやすい方法は何がベストかを、

自分ごととして一緒に考えていく。若い世代の顧客

は、感性が近い20代、30代のデザイナーやスタッフ

が担当する。

紙の文化は薄れつつある現代は、スマートフォン

上を指一本で情報が流れては消えていく毎日。真実

かどうか分からない浮ついた情報も増えてきている。

そんな中、富岡町で先代から今の仕事をしてきて、

地域の人々が紡いできた歴史を活字として後世に伝

えていきたいという思いは人一倍強い。地元の小学

校の150年史や顧客の自分史などの制作には、そん

な思いも込められている。

また、地域の先人たちが残してきた暮らしのなら

わしを残していきたいと、事務所近くの水神さんで

ある多守(たもり)神社の祭りの伝承にも力を注ぐ。

これからも太陽高速印刷は、人々の思いをデザイ

ンし、その思いを多くの人に伝え続けていく。
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